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シリーズ「長浜の文化敗j⑫

自オ活え登録有耐えイ以オ

長除吋庁令(建造物)

指定年月日 平成10年9月26日

所在地長浜町大字長浜

所有者長浜町

犬二。

第 2回臨時会

健康日本21

長浜町の財政事情

(13年度上半期)

長浜町給与定員管理等の状況

インフォメーション

国イ呆1犬j兄
プレミアム付き商品券の販売

年金コナー

維新の港ながはま③

伊予灘に注ぐ肱川 の、河口に位置する長浜の市街地に建っ

ています。木造総 2階建て、入母屋造り・瓦葺、建築面積382

dの長浜町庁舎は、昭和11年に建造されたものです。 「建築後

50年を経過している建造物で、広く親しまれていたり、そこ

でしか見られない珍しい形をしているものなど」として、平

成12年 9月初日付けで、国の登録有形文化財に登録されまし

その外観は、正面の中央玄関の上部に切妻破風を設け、 2

本の丸柱で支えられた半円形のモチーフを飾っています。外

壁下部には御影石を張るなど、昭和初期のモダンな洋風庁舎

建築としてのたたずまいが、その後、他の建築の規範となっ

たということです。

人権作文ほか
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10月10日、平成13年長浜町議会第 2回臨

時会が開催されました。

今回の議会では、議長。副議長の選挙を

はじめ、各常任委員会委員及び特別委員会

委員の選任などの議会構成が行われたほか、

議案審議では、監査委員の選任につき議会

の同意を求めることなどの議案 2件が、い

ずれも原案のとおり可決されました。

新
議
長
に
東
信
利
氏

副
議
長
に
矢
関
一
義
氏

第 1回臨時会本会議

長
浜
町
議
会
の
新
議
長
に
、
東
信
利

氏
(
黒
田
・
五
二
、
副
議
長
に
矢
間

一
義
氏
(
今
坊
・
五
八
)
が
そ
れ
ぞ
れ

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
議
会
議
員
選
挙
後
初
め

て
聞
か
れ
た
、
第
二
回
臨
時
会
の
本
会

議
に
お
い
て
選
挙
が
行
わ
れ
た
結
果
、

両
氏
が
選
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

〔
東
信
利
議
長
略
歴
〕

昭
和
二
十
五
年
一
月
四
日
生
ま
れ
。
黒

田
。
農
業
。
無
所
属
。
町
議
四
川
当
選
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
長
、
山
鳥
坂
ダ
ム

調
査
対
策
特
別
委
員
長
、
愛
媛
た
い
き

農
協
理
事

〔
矢
閏
一
義
副
議
長
略
歴
〕

昭
和
十
七
年
十
二
月
二
十
四
日
生
ま
れ
。

今
坊
。
農
業
。
無
所
属
。
町
議
三
回
当

選
。
文
教
厚
生
常
任
委
員
長
、
産
業
建

設
常
任
委
員
長
、
町
P
T
A
連
合
会
副

会
長
、
町
消
防
同
喜
多
難
分
団
長
、
町 信利議長東

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
。

別
委
員
会
委
員
な
ど
の
構
成
も
、
別
表

の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

さ
れ
ま
し
た
。

矢間一義副議長

選任された垣見芳彦氏
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監
査
一
警
異
に

壇
晃
芳
諺
氏

長
浜
町
議
会
議
員
の
中
か
ら
選
任
す

る
監
査
委
員
に
、
新
し
く
垣
見
芳
彦
氏

(
出
海
・
五
同
)
を
選
任
し
議
会
の
同

意
を
求
め
た
結
果
、
賛
成
多
数
で
同
意

ま
た
、
各
常
任
委
員
会
委
員
及
び
特

平成13年10月10日構成
。副委員長(副会長)

役職名 定数 議 F言i 名

議 長 1人 東 信手Ij

副議長
ユろー一 矢間一義

議会運自委員 6人
。日高照友 O岡 孝志 矢閏一義

上満 武 叶岡広志 東 敦弘

総 務 6人
。上満 武 O岡 孝志 中野茂明

任戸吊山 田中堅太郎 菊地自之 宮本 I曽憲

。叶岡広志 O垣見芳彦 東 信利
3ラ走z 文教厚生 5人
員

二宮 淳 鎌田圭二

E 産業建設 5人 。東 敦弘 O渡辺久義 二宮英
日高照友 矢間一義

山鳥坂ダム調査
8人
。田中堅太郎 0日間照友 二宮英三 渡辺久義

対策特別委員会 同孝志 菊地宣之 上満武 東敦弘

王子ケE開発
6人
。渡辺久義 O宮本増憲田中堅太郎

特別委員会 垣見芳彦 上満 武東 敦弘

合併問題対策
8人
。岡 孝志 O宮本増慧 二宮英二 日間照友

特別委員会 田中堅太郎 矢間義 菊地宣之 日十回広志

E同庁ii 13:寸 午安 買口 1人 垣見芳彦
大洲・喜多衛生

2人 議長岡 孝志
事務組合議員

八幡浜・大洲

地区広域市町村 12人 議長・矢間一義
圏組合議員

議 亨望i _L.ー
。渡辺久義 O叶岡広志

ヨ三三 5人 (理)田中堅太郎 (理)宮本増憲 (監)矢閏一義

。委員長(会長)長浜町議会構成覆

長

長

長

長

議

議

議

議

人

人

人

人

。大洲市・喜多郡町村組合議員

。大j州地区広域消防事務組合議員

。大洲喜多特別養護老人ホ ム事務組合議員

。大洲地区内子運動公園事務組合議員



割 -る j鞠官 璽償問男容~
-21世紀におけ 出馬鍵曝jぐり運動~

心臓を動か寸筋肉に血液を送ってい之)1 il L管が、コ

レステロールの柏加などで、つまるため、心臓が酸素

不足にな i)、脈が乱れたり、止まったりする病気の

三と。(狭心症、心筋梗塞など)

コレステロールや中'1"1で JJ間方カ fF7jいなどで、 l血~j支が

粘。たりj[ll管カミ扶くなったところにi古川由力7うfかか

ると、血管に負担がカミかり二異常が起こる。(血圧が

高くなる冬場に多い)

女脳卒中を大き<:2つに分けると

目出の血管がつまるもの・・・脳更塞

自磁の血曹が切れるもの“一脳出血があります。

圃...，.= = =問.圃圃園田園幽田園冒.ロ田副園田園 a 圃圃岨圃国司園田園置。
' ‘  

!@旦直と局面置の寵
: il[IU王がl白くなる原因はつ」といえば、 ij日分の 1
!とり過ぎ」と容える人が多いと思川、ます。では、 ; 

iなぜ指分をとりすぎると血圧が上がゐのでしょう i
lか? それは、血液中のナトリウムの量が噌える;

:と、それを市めようとして lilLl荒がl曽えます。血流 l

iが増えると、大量の血液を全身に送るために心暗;

: ~二圧力がかかり、血圧が 1 がるのです。

l※マメ知識※

野葉や果物に多くや7まれるカリウムは、塩分の l

l排出を助け、高血圧の予防に役立-1)ます。

む循環器病の予防{と{ま

1重たきりになっ

時?
JiA蔵病
4.70/0 

リウマチ関??!
5.5% 

厚生省「平成10年国民生活基礎詞査Jより
「在宅の寝たきり老人の寝たきりの主な原因j

」九yt主人法要j主意 i
~楢環器病をひき超こすj京因~

む血圧が高い

輔コレステロールや中性脂肪が高い

(~1~~~荷している

@タJ究コを願う なと‘

あたずとは大丈夫ですか?

C)・圏園田・ 宅謹.... 盟姐園陸路

習↑璽の蓄が大切 ヨ
器
、

今
盟
問
ガ
喝
嚢
行
で
宮

1

語症の原凶となる自巾l圧・高脂血症・糖尿病などの、血包:(こ負JIIをかける疾

病を予防することが大切です。

女減塩食のすすめ 合目~;講の解消
日木人の、ド均塩分摂取量は13-14g c 適正体重を維持しましょう。

これを 1日10g未満にしましょう。 適正体主主[身長 (m)J' x 22 

*運重力不足の解消 官禁煙

定期的な運動は血圧、コレステロール、

中性脂肪を iごlデるのに有効です。
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13年度よ半端(一臆会計)
予算執行率30.7弘

財政半情の作成及び公表に関する条例により、平成13年

度 9月末現在の長浜町の財政状況を公表します。

歳出の執行状況は、高IjIj..-lriI期比 4.5%減少し、金額で

は 4億 2] 3 5万 7千円の減となっています。

歳入にういても、前年IriJ期比 1. 1 %減少し、金額では

2位、 3061万 7干円の減となっております。

長浜町長西田洋一

し1時三時計幹事坦コ
(13.9.30現在)

亡 L予算額 己ゴ・( )執行額 ! 

10 15 億円
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4億7269万5千円(9790万6千円)

11意6011万7千円(7352方2千円)

8179万4千円(3853万4千円)

そ:十プ 1fi7197芳HF9(5547JJ4千二
1__ ~ 30五両両喧聖子竺空日
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収入済額

制横空忠商方空千丹

完成した同区集会所(柴)

空王朝7 会社イ

国民健康保険

U ~.':ヨ ]二算額 1，152，267千円

マ『恥金lp)j 収入済額 376，386千円

柑ふ正 支出済額 4山長千円

老人保健

。器も jユ算額 1，剖8，713千円

ι、!1ぞ !I又入済額 704，000千円
授を:ftD 支HI[ i~斉額 723，995千円

港湾施設事業

予算制

収入済積

支出済額

商品券

両「ゴム苛L 子算額
君!草草品券 J~
怯立ン-11 収入}斉家1

--------__; 支出i制買

10.519下1']

8，018rr'] 

土地区画整哩事業

帽
四
額
額

-
↑
文
月
士
月

i
-人
出

子

収

支

r 
一一日一一

建設工事力f進む長浜町体育センター

国民建康保険直昔話喋所

額

額

額楠
山

盛
岡
国

13，73:1 TI'J 

住宅新築資金等貸付事業

/弘子 tJ-額 14，619fl'j
千三ヰ>y JI'(人済額 3，5日8TI'J

i 幻清~ 支出済鋲 O千1'J 

簡易水道事業

ピケ1 予算額 50，050千11J 
I ';-! 収入i斉額 596 TI'j 
し 111
|託子さつ ぷ山i斉額

土 取得

車協封津ム予算額 132，069 fl'j 

土器言収入間 川 O千円

一二三匂ち支出済額 1，670 T 1'] 

介護保険

ヘ バト予算領 613，386Tいl

mg収入iti~({ 214，28日円
べ以内が¥支出済叡 200，6591'一円

( 13年9月末)

説別収入状況 (単位千円)

計 697、2721110，743 

水道事業会計

収益的収入済額i

収益的支出治主Fl

69，585千円

前，321千円

工業用水道事業会計

10，177千円

7，560f I守



1 給与の状況

(1)人件費の状況(普通会計決算)

住民基本台帳 i歳 出 額!
1 1 実質収支(13.3.31) A 

12年度 9，701人 I 7.173.511千円 208.372千円

(泊人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

行政改革の一環として、町民の皆さんに職員給

与等の実態を正しく理解していただくため、平成

1 3年 4月 1日現在における長浜町職員の給与。

定員管理等の状況を次のように公表します。

人件費
B 

1，275，820千円

人件費率
(B/A) 
17.8% 

(参考)11年度
人件費率

17.5% 

(2 )職員給与費の状況(普通会計予算)

生芋可書 一円一千

計

B
一
村
山
「

hlu
ハ
u
u
p
n
u
 

nuiv 

1人当り給与費
(B/A) 

6，022千円

職員数

lA 給料

13年度 161人 606，252千円

団職員手当には退職手当を含みません。

(3)職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況(13年4月1日現在)
一般行政職 l 山山山

平均給料 平均給与 'ITi" -I-h ，eI:::，L1:.6. 1 平均給料2z zhd u l 平均年齢 | 
月額月額 1 1 月額

316，801円 337.739円 43.9歳 217，310円 222，045円

印[一般行政職は、税務職、看護・保健婦、保育士、水道職、技能労務職を除いた職員です。
2 技能労務職は、調理員、寮母、電話ささ換手の職員です。

平均年齢

49.0歳

(4 )職員の初任給の状況(13年4月1自現在)

町

採用 2年後
経過日給料額

188，900円
151，800円

国

初任給

174，400円
141，900円

採用 2年後
経過 B給料額
188，900円
151，800円

(5 )一般行政職の級男lj職員数の状況(13年4月1自現在)

標区準的分な
1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級

主事補 主 事 主任主事 係 長 課長補佐 課 長 総括課長
言十

職務分類

職 F電 主主 4人 18人 16人 24人 29人 15人 2人 108人
構 成 上七 3.7% 16.7% 14.8% 22.2% 26.8% 13.9% 1.9% 100.0% 
参考 I 1年目リの構成比 3.7% 13.0% 14.8% 22目2% 27.8% 16.7% 1.8% 100.0% 
I 5年別の構成比 6.5% 15.9% 7.5% 28.0% 25.2% 15.0% 1.9% 100.0% 

住)1 長浜町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
2.標準的な職務分類とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

(6 )特別職の報酬等の状況(13年4月1日現在)
区分 給料、報目州等の月額 真目 末 手 当

町長 800，000円 (12年度支給割合)
助役 647，000円
収入役 599，000円 6月 1.45月分

議長 272，000円 12月 1.60月分

副議長 220，000円 3月 0.55月分

議員 207，000円 言十 3.60月分

6-



( 7)職員手当の状況

長浜町 一一---i(12~r，l~*ßðU~ 
勤勉手当

0.60月分
0.55月分

国

( 12年度支給割合)
期末手当

6月期 1.45月分
12月期 1.60月分
3月期 0.55月分
言十 3.60月分

「(支給事一面舎
勤続 20年 21.0月分

| 勤続 25年 33.75月分
i 勤続 35年 47.5月分

退職手当!
| 最高限度額 60.0月分
j その他の加算措置

定年前早期退職特別措置 (2%~20%加算)
退職時特別昇給 2号給l以内

6月期
12月期
3月期

1.15月分 | 計

勧奨・定年 (支給率)

28.875月分 | 勤続 20年
44.55月分 i 勤続25年
62.7月分 1 勤続 35年
62.7 月分 i 最高限産額

その他の加算措置
定年前早期退職特別措置 (2%~20%加算)
退職時特別昇給 1号給

期末手当
1.45月分
1.60月分
0.55月分
3.60月分 1.15月分
自己都合 勧奨ー定年

21.0月分 28.875月分
33.75月分 44.55月分
47.5月分 62.7 月分
60.0月分 62.7 月分

勤勉手当

0.60月分
0.55月分

12年度支給総額
職員1人当たり平均支給年額

13，695干円
86二F円

12年度支給総額 3，938干円
職員全体に占める手当支給職員の割合 27.7% 
一一一一一一一一一←ー
支給対象職員1人当だり平均支給年額 94千円

特 殊一手長顧{手当f-- i 寸 2

勤務手当|支給額の多い手当 i青島診療所勤務手当 火葬場等勤務手当 行旅病死人等の処理作業従事手当
多くの職員に支給|

!保育業務従事手当・老人施設勤務手当。町税・徴収事務従事手当
されている手当

区分 長 浜 町

1 )配偶者 16可000円
2)扶養親族2人目まで 6，000円

扶養手当 I 3)その他 3，000円
4)配偶者のない職員の扶養親族1人目 11，000円
5 一定の年齢の扶養親族1人につき 5，000円を加算。 I

I 1 借家住居者は、家賃と12，000円の差額ガ11.000円に達するまでその額を|
住居手当 ; 支給(支給限度額 27訓O円) I 同

12)持ち家住居者は 1，000円(ただし¥取得後5年以内|ぷ 2，500円) I 
: 1)通勤距離片道2km以上で交通機闘利用者は運賃相当額 ftO I 2)は国の定額方式と

l 吉s I 
通勤手当 I2)交通用具利用者は片道距離による定額方式 自 |同じであるが支給額ガ

3)支給限度客員 50，000円 J 穴 |異なる

2. 定員管理の状況

(各年4月1日現在)

177 176 174 171 

組織員数は←般職に窟す8職員数で、嘱託臨腔職員等を除いています。
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国土利用計画(長浜町計画)とは、国土利用計画法に基づき、町土の利用に関する基本的事項につ

いて定めるもので、県計匝l]を基本とし、町の総合計画に則して策定することとなっています。

長浜町では、昭和60年 3月に、昭和70年(平成 7年)を目樫年次とした「第 1次計画」を策全し

ました。その役、日標年次を経過していましたが、県計防Iが今年 3月に策定されたのを受けて、斗七

1&22年を目標斗三次とした「第 2次 rrf画」を今年 9月に策定しまし

た。

町計I甫|の策定に際しては、町の総介計画策定時に実施した「町

民アンケート」により、町土の利用に閲する住民意向を広く把握

するとともに、町内関係各組識などの代表=ι二による「住民グルー
プインタピコー」によって聴取した意見を反映させるなど、住民

ω皆さんの怠、向を反映した計画としています。

なお、詳しくは、役場企画調整課(盟52~1111 く内線37 " 40 (有)21

31) )までお問い合わせくだ、さい。

3罪
11月は

ち主.~ゐ
31J~ iZ示、警

売してい す

「建設雇用改善推進月間」

です

建設業を守む事業主の皆さん、

職場の雇用改善は進んでいます

か。若年労働者、技能労働者の

育成宮確保のためにも今 F度、

長浜町絵入り年賀はがき推進協議会では、「赤橋J(写真)
を題材とした、平成14年度年釘はがきを川売していますぐ

限定品でに?ので、お早めにお求めくだ、さい

!日J吊管理而のデ仁、ソクを行いま

しょう。

:": .. '5問い合わせj

ハローワーク大洲(密24-319

1 )まで。

E立顎ユ 1枚 53 !ij 
Eご主主文幽お闘い合わ

せ】長濃町絵入り年賀

はが考特進協議会(役

場経済課内宮52-11H 口

(有)之 2"~ )支で。

1 離す背信患うここゴ譲事童福;531 三みは正しくマ福分離 i 

l 日んには日頃カー集-L????き二 鍾鱒騒 | 
います。

しかし最近、収集したごみの一部に分別を間違っているものが

見受けられます。

このようなこみは、回収をぜずに警告シールを張り、再ri分

別をお願いすることにしておりますが、収立、時間1やごみ量に命IJ

約され、細かし、確認、ができずに出って収集する一二とがあります U

ご、みを出される皆さんも、もう 一度ポスターなどで確認をし、

正しい分別と方法で出すよう心がけてください。

なお、空源ごみとして収集していますベットボ、トル・空き缶

主事は、中身を!泳三主よく水洗し込をじて出すように心がけてくどさ
間に正一ι ベi vミ。

..~..-司一一一_..__..-一一一日_..__..-一一_.._..-
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/ 一一一一一一 一一¥ 僻鴻獄託砥臨雄日現蹴臨臨調幹二将棋部訟圃白羽趨駐在書記固と踊書官固鋭嬬聾固:園揖聾蹴::::援活掛砕車問鴫正問瀦趨

(ふれぬい舗培より)j利保断的伶創世
、一一一 一一 一 女性の健康相談 'F経 1I寺一 3時

ながほま赤橋 I相訟叶精神科l翌日lIj
[(1時】 11月 1 5 日付~) ⑧エイス、検査困相談

夏まつり写真展 午後 4 時~5 時 (氏名不問・予約制無料)

都合により延期となっていま I場所1大洲保健所 [ I:::l R叶毎月第 1 ・3火曜日

した』己写真展を、次のとおり 思春期保健相談 午前川守~12時
開催します。[相談員l医師イ呆健婦

[R日守] 1 1 月 2 2 [J (オて〕8月のながはま赤橋夏まぜて ※工イズ予防週間中の12f-:l3 -

5 11は夜間色「電話相談J(午でづ三;施された各イベントの様子

など、夏まつりのスナップ写真

が約130点展示されます乙J

皆さん、ぜひご鑑賞ください

f期間] 1 1 月 6 閉~ 1 8日

(月曜日固体館:

午前 9時~午後 5時)

L場所]ふ札あい会館ギャヲリー
14読証明F間出掛蝿~唱踊揖結晶鵠~::図説::;;:::;:，謹盟慰霊詰由

選射器2監事f喜¥f'
3請求書約吾首さま方ベ

午後 1時一 4時

i場所]大刈保健所

※七百己、ともに要電話下的。

j黒字、[，-，

役 5 時~8 日寺)枚査受付

④結核ロー膿{建原診断(有料)

[ [1 時]毎週火Ilj!長日
【お問い合わせョ予約先〕大洲

/，二育甘 9n寺'-108寺
保健所(宮 24-3165)まで。

⑤ HTLV-1抗体陽性老相談

その他各種相談 [[J叫

ごとのご案内 O電話相談:月曜~金曜日明
祭日を131く)午前 9町¥午後4

①難病匿境相熱(予約制・無料) 時30分)

!日時1毎月第 3火曜日 。来所相談(予恥制。匠名・無

斗二f灸1nc'j三一 3日寺 来十)
日目談員}医師・[呆健婦・ I相談員]医師・保健叫

柏務署における申白所作税、

法人税等に7う介ゐる所得金額、納 ケースワーカー

付税衛手の証明書(納悦日止明書) ②精神保健槽祉相談
※上記いずれも、場所(お問し

合わせ)は大洲保櫨所(官24-

3 1 6 5 )。
を請求する陪きには、手数件の全

額に相当す之)収入印紙が必要と

なりますので、米署される前に、

子数料相当額の収入印紙をご用

童いただきますようご協力をお

(予約制・無料)

[r:I時1毎)J第 3金81ft11 

弾=桜梯読::::::詫宥拙埠拐器:叩:::::::::搭蹴主=五詫:::::::持宇諒諮鵠8説:;':::持王班誕事s揖斡的E訟恥Jバ:~:~::接諜蹴主品伝滋臨込髭詰儲:::話:早3埠必E王読蹴:主苅滞=吋増5担激主紘蛸完弘雑綿L在位司唾町:ゴ:::詰阻J宅柑唱官5

い顧毒蔀詐罰配r任「プ調厳前す謝山繭詰摂評静f敦芥
闘いいたします。(法的手合付等 {相談内容]

申請に納税証切畜を使用する場 差別問題、児童生徒の「しミじめJ ・体長'!j問題、家庭問題、近隣

台については、交付手数料を要 関係等、人格問題に関するあらゆる相談(無料・秘密厳守)

しない場台があります。) [ LI時】

なお、子教科の計算方法等ご 12月 4日(火) L十三前 9日守~午後分時

不明な点がございましたら、大 【童話番号】フリーダイヤJ!'" 01 20-02: -55む
洲税必需までお問し、合わせくだ γ

さい。また、インターネットヤ

電話のタックスアンサーでもお

問い合わせできま寸。

【お問い合わせ】

大洲税務署(大洲市大洲689・

晋 24-36目 L タックスアンサー

電話番号089-921-7199:ホーム

ベージアドレスhttp://www.ta::z : 

anser .nta .go.jp) まで。

新刊情報です
言名

~長浜町立図書館~

著者

。真名仮名のお己 採内俊雄 l講談引)

プロジェクトX挑戦者たち 1 -7巻 (¥[Hl{出版)

NTTKプロジェクトX制作班編

Of.氏カiJ1)← 部分ひかえめ健康おかず(議決社)

竹内冨貴子

。閣!げでたどるやさしいパソコン教室(フックマンネ1) 

大休依了今

よみがえる京の町家 ~術しの空間]-(マリア書房)

猪口公ー他
E 

-.-司園開園周哨国胆司ロ圃圃園間幽圃--冒園田圃-- ~ =司悶悶皿幽.畑町 E 皿園圃醐幽・・園開=目白 E ・圃'園田幽幽幽開園面--圃圃困 E 周回目 E 恒国 E 回・
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平成12年度の国民健康{刷会の総医療費は、 21位6.410万 4下刊で、平成11年度と比較すると、
約 1億 2，040万円滅少し、 1人あたりの医療費は5.8%減少して46))8，725円となっています。
平成12年度において、国民健府保険には町民の46.6%にあたる/1，617人が加入ぎれていますが、
若い同の怜保険者数が年々減少し、高齢者の加入が刑力lJしています。

!長、厚聖の無駄遣いをなくすためにも、 今人ひとりの心がけで医療費の適正化に努めましょう。

平成年震受診者}jljm言語襲費

ト ! 医療費(円u保険者数(人)
一散分 I 630，217，000 ! 2，379 

退職者分 186，382，000551

国保老人分 i1，317，505，000I 1，687 

E 扇 1百両山一「川
(T-IIJ未満切り拾て)

資枠 国民健探険の実態(同保rll央会、県国保連合会)

都内師相の一人当たり塵空襲費躍移(単桂:開)

長浜 l内子 五十J1J~

390.960 344.533 338，998 
429，271354，925 369，543 
447，861357β79 389，0ω 
464，384385，748 396，458 
495，771 399，871 417，484 
468，725 426，208 418，274 

肱 I11

295，168 
332，663 
378，799 
390，132 
374，823 
371，642 

iijJ 辺

355，214 
379，046 
388，219 
417，己19
458，815 
516，099 

600，000 

500，000 
400，()00 

300，000 

200，000 

100.000 。
長浜 内子 五十崎 肱川 河辺

l 堅議 7 1 1 広~ 8年度開 9年度昌 10年度歯 11年庭園 12年度

ハリハリハリハリハリハ同U

ハUハU
ハ
U
ハ
U
ハハ
u
p
h
u
 

300，000 

。
{二久長浜青島黒田沖浦今J)J櫛生須山出穂積上老松豊茂白滝戒川人越柴
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町村監F
H12年度 1人品たり老人医噂費比鞍(単位千円)

県下で一番ffrい
日吉村

大洲市

内子町

長浜町

県平均

761千円

768-1 fJ-J 

778千円

長浜町 1人当たり老人医揮費推議(単位:千円)

900 

850 

800 

750 

700 
II8年度 H9年度目10{f:度 Hll年反日同年度

は

老人保健医療聖制度は慢性的な病気にな

りやすいお年寄りのために、原則医療官の

1割という一部負担金だけで病院にカ、かれ

る制度です J 一部負担金以外の医療費は君

い人たちの保1;食うF-'f-(税)などで賄ってしミま

す。 Lかし、この制度も旬:11膨れ上がる医

峠費の支払いによって行き詰まりをみせ、

現在、帝IJJ支の見直しが慣られよろとしてい

ま}ず。

平成12平度長浜町の老人医療費(立総額約
17憶5，674万円で、 11午度より約1億 7，589

jゴIlJi成宮iとなっています。しか」こ才t(ま、
平成13年 4月から Q)介護保険制度の満行に

伴レ、老人保健施設等へわi亘書寮費移行が主

な要同であり、今穫も老人量給対象者の増

加が見込まれるため x 老人匪揮費i三;依然高

い水準で推移するものと考えら札ます。

特に長浜町の場合は通院よりも入院する

割合が高く、入問の畳診率は県下10柏町村

中4番目で、高医療費め要囲めーっとなっ

ています。

このため、自噴す争定期健言会等巴ごj建醸管

理を十分に行しもヘ生活習慣病の予j謂(Z:務め

ていただぐとともに、可能な~艮り通院によ

る在宅陸曹に心がiすていたぞき、また塵華麗

費町需駄遣いといわれる重複受露や頼回聾

診をしないことが、医療室J を抑制し、老人

千!引退財政の:iA'I守のf安7I:二イヒにつな7う古ることに

なります n

晶一一一一.~_.一-一一\

(f雄副審判記鉱j山一一一一u)
，0ライフジ、ヤケットを着用しよう I I 

i ~却な経自分で恥~ lO臨時一 l i 
(防水パックの利用)l 〈ー庁〉 巳11 8 m7ã:~3'Z1J I訓しよう Jj

¥....一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一_，//
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極圏[]宵南台
，詮臓器主;::::::S::~s~:::鑑識鵠邸主主~:::掛主宰接投鵬臨海誕生糊樹描識鞠協:~~

罷い

:革審議開

にご、制

輔
関
関
闇

く

覇~ 盟丹

、さい!
長浜町では、消費の町外流出防止を図るとともに、消費拡大による経済効果及び景気の浮揚対

策による商工業の振興を目的に、一昨年度かう引き続き長浜町商品券を販売しています。

つきましては、今年度も皆さ人ノか5己、好評を得ておりますプレミアム付き商品券を次のとおり

販売いたします。

5，000 
(11 

。5.500
で翠

岡
崎
同 fせ

平成13年12月 3 日(月)~平成13年12月 7 日(金)まで。ただし、完売した時
販売期間 点で終了となります。

期間内に売れ残った場合は、 12月10日(月)から役場窓口で販売します。

士 芯喜多灘 連絡所
販冗場所役場口 櫛680組生上出52J0組旬 大和 豊茂|白滝
販売枚数 3，500組 410組 1，100組 r520組 (1，270組

午前 8:30 午前 9:30
販売時間

午後 50U 午後 4:00

購入限度額 1人1回 50，000円まで
ト一一一一一一一一一)ー (ー今

有 効期間 発売の日から平成14年3月31日まで
ト一一一一

そ の他 プレミアム付き商品券には抽選券は付きません。

〔お関い合わせ〕役場経済課商工観光鋒(愈52問1111• ~有)2121)まで。

みんなでなくそう踏窃事故 11 
踏切事故防止のためのお願い

①踏切の手前で一旦停止し、安全を確認し

てくださ ¥'-'0

②警報機が鳴り始めたら、踏切内にはいる

のは絶対にやめてください。

③もし、踏切内で閉じこめられた時は、遮

断かんを押して踏切外に出てください。

④踏切内で車が動かなくなったら、まずは

列車を止めてください。

⑤踏切内でのエンストと落輪の防止に努め

てください。

⑥電化されている区間は、踏切頭上の電車

線等にも注意してくださしL

~四国運輸局~
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開
設
に
向
け
て

ま実

ら点

養
護
老
人
ホ
ー
ム
白
山
圏
な
ど

現
在
、
町
で
は
、
老
朽
化
し
た
養
護

老
人
ホ
l
ム
白
山
国
を
肱
川
対
岸
の
柴

地
医
に
移
転
改
築
す
る
た
め
、
昨
年
九

月
に
事
業
着
手
し
、
来
年
四
月
の
開
設

に
向
け
て
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
老
人
福
祉
の
充
実
強
化
を
図

る
た
め
、
「
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
」
と
「
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」

も
併
せ
て
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。以
下
、
特
に
多
数
の
方
の
利
用
が
予

想
さ
れ
る
「
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
に

つ
い
て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

@
老
人
一
ア
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
は

お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
、
寝
た

き
り
や
虚
弱
な
方
が
在
宅
で
生
活
す
る

場
合
、
本
人
の
社
会
参
加
や
心
身
の
機

能
の
維
持
及
び
、
家
族
の
身
体
的
・
精

神
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
そ
の
た
め
、
利
用
す
る
方
を
送

迎
し
、
入
浴
・
給
食
等
の
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
施
設
で
す
。

@
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

①
入
浴
・
食
事
の
提
供
(
こ
れ
ら
に
伴

う
介
護
を
含
む
)

②
生
活
な
ど
に
関
す
る
相
談
・
助
言

③
健
康
状
態
の
確
認
そ
の
他
の
必
要
な

日
常
生
活
の
世
話

④
機
能
訓
練

@
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
方

介
護
保
険
制
度
で
、
要
支
援
。
要
介

護
と
認
定
さ
れ
た
方
及
び
、
お
お
む
ね

六
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
で
、
痴
呆
、

虚
弱
な
ど
、
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支

障
が
あ
る
方
、
ま
た
、
機
能
訓
練
を
必

要
と
し
て
い
る
方
や
、
家
族
が
介
護
負

担
の
軽
減
を
必
要
と
し
て
い
る
方
な
ど

で
す
。詳
し
く
は
、
役
場
保
健
介
護
課
(
宮

五
二
l

一
一
一
一
回
幅
一
一

O
七
二
)
ま

た
は
、
在
宅
介
護
支
握
セ
ン
タ
ー
(
宮

五
二
!
こ
八
九
一
一
回
幅
五
一
九
六
)
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

りまく
保険料は、加入者本人の
選択により自由に設定できます

保険料は、月額20，000円を基本とし、 1，000

円刻みで、 67，000円(同民年金の付加保険料

を除く。)まで増やすことができます。全額

社会保険料控除を受けられます。

置が
農業者年金は、食料・農業・農村基本法に

則した政策年金として新しくなります。農業

者年金制度の抜本的改草を内容とした、農業

者年金基金法の一部を改正する法律が閉会審

議を経て成立し、平成14年 1月 1日に施行さ

れます。

政策支援の対象となる方は、
国の保険料助成により負担が

大幅に軽減されます

。新しい翻震のあらまし

農業に従事するかは、

広く加入できます

認定農業者や青色申告者等の意欲ある担い

手に対し、国の保険料助成(政策支援)があ

ります。

※農業者年金に関するお問い合わせは、長浜

町農業委員会(宮52-1111園(有)2111)までO

農業に従事する60歳未満の方で、国民年金

第 1号被保険者であれば、農地等の権利名義

がなくても、だれでも加入できます。

今までは、 30:以上の農地等について農

業経営を行っている方などしか加入できませ

んでしたが、新制度は農地を持たない畜産-

施設閑芸等の方も含め加入できます。農業従

事要件は、年間601J以上となる予定です。

，./~ 
j-i 新しい制度は積立方式で、す

納めた保険料とその運用益が、

たの年金の原資となります。

これまでの賦課方式(加入者の世代が受給

者の世代を支える仕組み)と異なり、加入者・

受給者数などの影響を受けにくい、長期的に

安定した制度になります。

将来のあな

13 



凪時記合論重量λ同 Rai言語君事

まが変わ
月から

盆保[積料の納付
戚1
畠

L二蒋地方分権の制度改革により、

官されることとなりましたの

現在は、保険料をいったん役場に納めていただき、その後、牧場からぷ1iして社会似険庁に納

めていますが、平成 1，1年 4月からは、社会保険庁lこ直接納めていただく方式になり、納付先が変

わります (下凶のとおり)

(社会保険庁)国民年金保険料の酸収事務が、市町村かム問

ri 
@現在の保険料納付の流れ

亡匝璽瓦〉

L画書ζ>

このように変わります

耳元正〉;え垣二「被保険吾-

|社会保険庁j
!盛平成14年4月からは

i[問医者」工 面畦型納悟，こ仁三三〉
1 保険料を納付できる場所件、銀行、郵便局、社会保険事務所のf也、農協、漁協、需用金庫、
労働金庫漫ひE富民年金基金等{こまで拡大し、今まで以止に車内めやすい環境を提供します。

2 暁在、口座振替により保険料を綱付されている方は、希望{こより平成14年 4月以降も、園

において継続して口産振替ができます。

3 平成 1 年度分の保険料については、平成14年 4月末までは、現行どおり市町村で藷行し

た納付書で納イ寸して〈ださい。

で。
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日
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一
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入
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告
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切
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気
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、
黒
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百
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気
ム
ロ
い
一
本
1

1
豊
川
杯
長
浜
剣
道
大
会

1

九
月
九
日
、
長
浜
高
校
体
育
館
で
第

三
回
豊
川
杯
長
浜
剣
道
大
会
が
開
催
さ

れ
、
大
洲
・
喜
多
地
域
の
小
中
学
性

約
一
二
百
方
卜
人
が
主
加
し
た
心

な
お
、
主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
。

(
敬
称
略
)

マ
低
学
年
①
大
石
直

一
小
学
生
個
人
一

人
命
一
山
宮
成

{
小
学
生
同
体
}
マ
低
学
年
②
大
和
剣

道
会
A
マ
高
学
年
③
大
和
剣
道
会
A

一
中
学
生
個
人
一
マ
児
子
①
菊
地
卓
也

②
後
藤
川
和
③
松
下
修
平
③
市
地
竜
二
マ

女
子
②
稲
田
千
倍
③
松
岡
美
希
③
大
一
わ

出
金
い
国
交
流
ロ
思
い
出
:

l
A
1
坊
ふ
れ
あ
い
祭
り

i

九
月
十
五
日
、
今
幼
し
お
さ
い
広
場
・

し
お
さ
い
館
で
、
第
一
八
川
今
坊
ふ
れ
あ

い
祭
り
が
開
催
さ
れ
た
。

午
前
中
の
あ
い
に
く
の
同
模
憾
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
や
、
鮮

魚
、
的
反
立
町
物
な
ど
の
各
種
出
席
、
地
元

の
獅
子
舞
や
北
条
伊
予
万
歳
が
出
出
し

た
芸
能
任
表
、
ウ
ナ
ギ
の
つ
か
み
取
り

や
ラ
ム
、
不
早
飲
み
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん

の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
家
族
連
れ
な

恭
未一
中
学
生
凶
体
一
マ
男
F

十
①
長
浜
中
A

③
長
浜
中
C
マ
女
子
骨
長
浜
中
A

ど
町
内
外
か
ら
訪
れ
た
大
勢
の
人
で
賑

わ
っ
た
。

大
賞
に
細
川
正
邦
さ
ん
(
下
須
戒
)

「
港
の
美
術
館
L

審
査
結
果
{
)

ま
た
、
同
長
り
会
場
で
、
「
港
の
美

術
館
」
の
審
査
結
果
発
表
・
表
彰
式
も

行
わ
れ
、
「
大
賞
」
に
は
、
夕
日
に
た

た
ず
む
坂
本
龍
馬
を
描
い
た
、
細
川
ァ
ー

邦
さ
ん
(
下
須
戒
)
の
「
漁
う
ま
の
海
」

が
選
ば
れ
た
。

こ
の
『
港
の
美
術
館
)
は
喜
多
漁
港 熱戦が展開された量州杯長浜剣道大会

内
の
し
お
さ
い
広
場
西
側
防
波
堤
に
水

性
ペ
ン
キ
で
絵
を
描
い
た
も
の
で
、
六

年
前
の
作
品
い
か
風
雨
な
ど
に
よ
り
色
あ

せ
た
た
め
、
地
一
冗
の
ま
ち
手
つ
く
り
集
凶 北条伊予万歳のステージ

『
今
坊
ゅ
う
や
け
の
会
(
中
野
邦
彦
会

長
、
会
只
二
十
一

κ人
江
が
春
か
ら
リ

二
ユ

l
ア
ル
計
画
を
進
め
で
い
た
も
の
。

今
年
四
日
に
制
作
行
の
募
集
を
開
始
、

町
内
外
か
ら
十
六
組
の
し
b
f
り
が
あ
り
制

しな
b
い
を
定
め
て

ー
町
長
杯
ゲ

l
ト
ボ

I
ル
大
会

1

十
月
二
日
、
哨
海
ふ
れ
あ
い
パ

l
ク

で
、
第
四
回
長
浜
町
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
ト
八
台
が
問
れ
さ
れ
、
都
内
町
村
及
び

大
洲
市
、
双
海
町
か
ら
、
什
計
十
六
チ
ー

ム
約
fU
人
が
参
加
し
た
。

す
が
す
が
し
い
快
晴
れ
の
も
と
、
浬

F
ら
は
、
ボ
l
ル
や
ゲ
ー
ト
に
ね
ら
い

を
定
め
て
ポ
ー
ル
を
追
っ
て
い
た

大賞に輝いた古田川さんの作品「漁うまの海」

作
が
続
け
ら
れ
、
こ
の
什
の
お
披
露
め

と
な
っ
た
c

今
回
の
テ
l
マ
は
「
長
浜

の
四
季
、
小
川
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
も
の
」

と
さ
れ
、
前
回
を
上
回
る
力
作
が
多
数

並
ん
で
い
ゐ
一
J
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な
お
、
主
な
結
果
は
次
の
3

ど
お
り
。

{
優
勝
一
双
海
チ
l
ム

一
昨
濠
勝
一
長
訳
C
チ
i
ム
(
白
滝
)

一
第
-
二
位
一
長
混
B
チ
1
ム
(
ム
f

坊
)

自
然
を
呼
び
戻

ー
出
石
寺
で
植
栽
作
業
i
つ

十
川
八
川
、
須
沢
の
日
本
え
ぴ
ね
園

問
主
一
・
水
口
健
さ
ん
の
呼
び
か
け
に
よ

り
、
金
山
山
一
七
寺
の
原
生
林
で
、
え
び

ね
ゃ
あ
じ
さ
い
、
草
花
な
ど
の
植
栽
作

暗天のもと行われたゲートボール大会

植栽作業を行う参加者たち



業
が
実
施
さ
れ
た

こ
れ
は
、
そ
の
廿
に
自
生
し
て
い
た

草
花
の
復
活
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
の

自
然
を
守
ろ
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
、

地
元
の
豊
友
会
、
長
寿
会
、
豊
茂
小
の

鬼
主
や
P
T
A
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の

メ
ン
バ
ー
ら
約
三
十
人
が
作
業
に
あ
た
っ

た
。
ま
た
、
参
遺
沿
い
の
樹
木
に
は
、

そ
の
学
ち
な
ど
の
説
明
が
苦
か
れ
た
札

も
取
り
付
け
ら
れ
た
。

置
11 ~同
皇国
目高

E
M
r
冶
犯
F
1
1
同

抱

一

バ

は

じ

ぎ

し

て

!

坂

本

梨

帆

一

市

出

版

で

す

。

今

は

ま

だ

髪

も

少

な

く

一

一
瞥
U
M
U
U
1
で
よ
く
男
の
子
に
間
違
わ
れ
る
一

一
誠
一
「
一
泊
北
け
ど
、
そ
の
ろ
ち
い
り
ば
い
生
一

-

ぷ

忙

仏

国

益

え

で

き

た

ら

、

胎

毛

筆

を

作

つ

一

一

γ

y

d

n

o

E
 

子

教

ら

叩

て

お

父

さ

ん

お

母

さ

ん

に

プ

レ

一

一
沿
恥
肉
料
引
ゼ
ン
ト
す
る
ん
だ
よ
の
あ
た
ち
っ
一

一い
v
生

ち

制

て

親

孝

行

で

L
よ
?

一

廷

ほ

腕

三

一

・

芝
、
引
一

W

K

E

目掴

訂
版
f

f

j

ξ

一
山
由
ケ
当
初
防
J

恥
骨
格

ρ

資事

一
?
と
一
九
費
フ
欄
判
品
川
-df謹

一
刊
一
川
一
一
山
丈
一
一
ι

が
1
事

¥
内
一
一
オ
め

4
ペ
略
目
…
叩
磁
醤
濁
機
議
~

一献で
ι

・4

ぷ

一

戸

¥

一

一
鴇
捕
で
:

一議

ι

一¥一一一
w
j

j
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五

-
f
L
ぷ必

vr

ぷ
約
四
点
露
三

(父

H
直
哉
さ
ん
・

母
引
い
理
恵
さ
ん
)
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大
声
が
青
空
っ
き
さ
す
運
動
会

五

年

一

治

水

大

樹

木
の
実
で
き
け
も
の
害
ぶ
欣
が
来
た

五

年

徳

山

乍

恵

山
も
み
じ
お
け
し
よ
ろ
を
し
て
赤
ぐ
な

る

五

年

西

村

直

人

時
れ
た
空
思
い
集
ま
る
運
動
会

五

年

東

悠

里

運
動
九
五
子
ど
も
よ
り
目
立
つ
お
吋
ら
ん

正

午

十

本

裕

F

ナ

子

畳
み
た
る
夫
の
傘
よ
り
萩
こ
ぼ
る

都

築

い

ち

子

昨
日
今
日
暮
れ
る
速
さ
や
九
月
尽

久

保

穂

子

百
日
紅
歩
兵
の
墓
碑
の
宇
も
薄
れ

願

成

寺

井

渡
り
切
る
こ
と
出
本
そ
う
な
冬
の
川

一
一
旧
本
禎
子

H
白
滝
小
学
校
H

風
に
の
り
窓
を
横
切
る
赤
と
ん
行

一

九

年

上

渦

府

米

利
体
操
大
ピ
一
ヴ
ミ
¥
ツ
ド
そ
び
え
立
つ

五

年

上

満

研

吾

リ
ン
リ
ン
リ
ン
告
は
す
る
の
に
ど
こ
に

い

る

五

年

大

野

真

里

奈

y

什
滝
の
山
一
一
つ
赤
な
も
み
じ
の
写
生
会

五

年

見

上

久

晃

秋
に
な
り
亦
い
葉
っ
ぱ
が
に
ラ
ヒ
ラ
と

五

年

楠

崎

子

LlJ 

ー
愛
媛
県
保
健
常
養
推
進

連
絡
協
議
会
長
表
彰
1

九
け
十
一
一
川
口
、
松
山
市
で
開
催
さ
れ

た
「
平
成
十
二
一
年
度
健
康
づ
く
り
保
健

栄
養
大
会
L

に
お
い
て
、
白
滝
の
久
保

裡
子
さ
ん
は
、
多
一
年
に
わ
た
り
食
生
活

一
脈
弁
~
美

長浜高校美術部⑤かlま吉

も姑オ
雪喝し
~しヒ
lHγ 
く
1ft; 

改
善
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、
地
域
住

民
の
健
康
保
持
・
増
進
仁
は
く
さ
れ
だ

功
績
に
よ
り
、
愛
媛
県
保
健
栄
養
推
進

連
絡
協
議
会
長
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し

れ
ん
。

院選勤等火の全圏火災

作
業
者
を
独
り
繕
ふ
終
戦
刊

h

九

日

本

一

長

何
時
来

L
か
一
胞
に
根
ず
き
し
彼
岸
花

一

宮

菊

校

時
道
に
勤
き
の
遅
主
穴
ま
ど
い

-
Y一

ト

r

l

、

斗

斗

ブ

朽

軒
霧
の
空
に
ぽ
っ
か
り
浅
り
刀

上

回

孝

書関 ~15関

; 
1 

もう一度

基本にかえって

火の用心!

手
、
丸
以
来

紋

に

な
7

っ
と

?
勺

L
M

~17~ 
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日 曜日 イ'丁ー 事 名 士易 所 時 間

16 金 有害ごみ収集日

18 日 白滝j竜まつり 白滝公園 10:00-

20 火 社会保険事務所出張相談日 長浜町商工会 9:00-11:30 

21 水 ぴん・缶収集日

23 金 白滝るり姫まつり 白滝公園 10:00-

27 火 不用犬回収日

ペットボトル・発泡スチ口一
28 水

ル収集臼

12/5 7)く びん・缶収集日

育児サークル 10:00-11 :30 

歯科相談 10:00-11 :30 

7 金 離乳食講習 保健センター 10:00 -12:00 

乳児健診 13:叩-13:30

古紙・ 紙パック収集日

9 日 第36回長浜駅伝競走大会 町内 8:30-

10 月 社会保険事務所出張相談日 長浜町商工会 10:00-15:30 

ペッ トボトル・発泡スチ口一
12 水

ル収集日

14 メ主ヘ 燃やさないごみ収集日

11月は霜 月 。いかにも冬が近いという言

葉だ。そのほかに、まだ、晩秋らしさを保っ

ているのに感覚をとおして冬を感じる言葉

に「冬めく」という言葉もある。

「立冬」は過ぎても、まだ、紅葉も残り

寒さはさほどないのに、収穫のすんだ田ん

ぼを見ると「冬浅しJという言葉が思い出
さオ1る。
その他、 白く枯れたススキの穂が風に揺

られている風景 「枯尾花」があり、稲を刈

り取ったあとの「冬田」に真っ白く霜が降

りてい るのを見かけるようにもなる。

「日向ぽこ」も懐かしく感じる季節とな

り、北西よりの季節風「凧J(こがらし)が
吹き始め、「時雨J(しぐれ)が降り始める 。
しかし、何と言っても長浜では『肱川あ

らし.1 (あらせ)が、本格化 する時期でもあ

る。 この世界的に珍しい現象は、陸風の一

種であり、大洲平野に発生した霧が、瀬戸

内海との温度差によって肱川 をゆっくり下

り始め、そして次第に速度を速めてし、く 。

大ii+1付近は聞けているが、白滝の加世あ
たりから 山が肱川に迫 り、ここらへんから

スピー ドを増し、赤橋付近では風速10 ~;;:か
ら時には20 ~;;:にも達する強風となる 。 しか
し、意外と知られてないのが大和橋の両側、

上老松と城の台の海抜70 ~;;: - 100 ~;;:付近に
発生する霧氷である。で も、ここ 5- 6年
暖冬が続き、平成12年 1月に 1回、上老松
付ー近にうっすらとできただけである。

今年も「あらし」は吹く 。 寒さに負けず

この冬をがんばろう 。

領影
y.オ
巾口

~Er 

今月は鎌田憲太郎さん・
貴子さんのカップル

¥ ¥ 
イ主 9
月
届
出
分

(敬
林
略氏

戸斤中、vf中

j甫 t甫

長鎌

憲
太
郎

貴

子

尾田

お
誕
生
お
め
で
と
う
H

9
月
届
出
分

(敬
称
略
)

住

所

子

の

氏

名

保

護

者

名

長

浜

下
須
戒

今

坊
櫛

生

穂

積
白

滝

山
口

窪久兵津横
保頭田山

直訴恵日秀 与幸 ミか ， 

樹 き佳か人2星主り柊F
ん '

お
〈
や
み

9
月
届
出
分

(敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

豊沖

茂浦

松川

田上

ツ
タ
子

(七
四

幸
(
六
九

=b  
Eヨ

出仁櫛 豊沖今長戒

坊浜川海久生茂 浦

綿

井
谷

本

藤

本

白

石
参

河

清

水

漬

田

矢
野
元

敦

(
八
四
)

満
(
九
七
)

勝

重

(七
八
)

善

久

(八
六
)

喜
志
子

(八
一ニ
)

金
雄
(
七
四
)

シ
ゲ
コ
(
八
五
)

ヒ
メ
コ

(八
六
)

み
な
さ
ん
か
ら
の
お
便
り
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す

地
域
の
話
題
や
、
珍
し
い
現
象

・

あ
る
瞬
間
の
写
真
な
ど
お
気
軽
に

ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

投
稿
先

・
お
問
い
合
わ
せ
は
、

役
場
総
務
課
情
報
管
理
係

(
下
記
)

ま
で
。

名嘉 和 利敏慎
敦 也 平幸 也 学

人口・世帯数のうごき

9月 末現在 前月との比較

9，635人 12人減
A 口 (男 4，556人) (男 4人減)

女 5，079人 女 8人減

世帯数 3，598世帯 5世帯減
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